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本書は、第一段にサンスクリット原文のローマ字を載せ、第二段には日本語訳を載せた大作である。目次
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糖尿病に伴う７種類の膿疱

糖尿病の原因と症状

gurusnigdhåmlalavaˆånyatimåtraµ samaßnatåm 

navamannaµ ca pånaµ ca nidråmåsyåsukhåni ca ［78］
tyaktavyåyåmacintånåµ saµßodhanamakurvatåm 

［79］
tairåv®tagatirvåyuroja ådåya gacchati 

yadå basti ［80］

重性、油性、酸味、塩味のものを多量に食べたり、新しい穀物や新しい酒を飲食したり、
寝過ぎたり、座って楽ばかりしていたり、運動をしなかったり、頭を使わなかったり、浄
化法を疎かにしたりする人は、カパ、ピッタ、マーンサ（筋肉組織）、メーダス（脂肪組織）
が極度に増悪する。これらがヴァータの経路を妨害し、オージャス（活力素）をバスティ
（尿路）まで運ぶ。このようにして難治性のマドゥ・メーハ（糖尿病） が生じる。［78–80］

［81］

糖尿病は、時によりヴァータやピッタやカパの特徴をあらわし、症状が軽くなっても再び
悪化する。［81］

未治療の糖尿病に見られる膿胞

［82］

糖尿病を放置すると、７種類の難治性膿疱（炎症性腫脹〈癰〉
注1

）［ピダカー・ダールナー］が筋肉組織
や、必須器官［マルマン］

注2
、関節に現れる。［82］

注１ ピダカー：炎症性腫脹（膿をもつ腫れ物）、せつ。化膿球菌による毛包性膿皮症、癰
よう

。集合性

に生じた化膿球菌による毛包性膿皮症。

注２ 総論篇第11章48節を参照。
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７種類の膿胞の名称と形状

alaj¥ vinatåkhyå ca vidradh¥ ceti saptam¥ ［83］

ピダカー（膿胞）は７種類ある。シャラーヴィカー（皿型）、カッチャピカー（亀の甲型）、
ジャーリニー（網目型）、サルシャピー（辛子粒型）、アラジー（火炙り型）、ヴィナター
（陥没型）、ヴィドラディー（膿瘍）である。［83］

（1） シャラーヴィカー型（皿型〈噴火口型潰瘍〉）の形状

antonnatå madhyanimnå ßyåvå kledaruganvitå 

［84］

シャラーヴィカー型（皿型〈噴火口型潰瘍〉）の膿胞は、辺縁が盛り上がり、中央がへこんで
いて、黒っぽい色で、分泌物で湿っており、痛みがあり、素焼きの皿［シャラーヴァ］のように
見える。［84］

（2） カッチャピカー型（亀の甲型〈癰〉）の形状

［85］

カッチャピカー型（亀の甲型〈癰
よう

〉）は、深く浸潤しており、刺すような痛みがあり、基底部
が大きく、表面は滑らかで亀［カッチャパ］の甲に似ている。［85］

（3） ジャーリーニー型（網目型〈篩〉）の形状

stabdhå siråjålavat¥ snigdhåsråvå mahåßayå 

［86］

ジャーリーニー型（網目型〈篩〉）は、硬く、表面に血管網（毛細管または静脈の拡張）があ
り、濃厚な分泌液を出し、基底部が大きく、刺すような激痛があり、多くの小孔がある。
［86］

Ⅴ　疾患に関する四章群

248

（4） サルシャピー型（辛子粒型〈小膿胞〉）の形状

［87］

サルシャピー型（芥子粒型〈小膿胞〉）は、さほど大きくなく、すぐに化膿し、激痛を伴い、
周囲にサルシャパ［カラシナ］ の種子に似た小丘疹を伴う。［87］

（5） アラジー型（火炙り型〈乾性壊疽〉）の形状

［88］

アラジー型（火炙り型〈乾性壊死〉） は皮膚の灼熱感で始まり、のどの渇き、失神、発熱を
伴う。皮疹は至るところに広がり、火のように激しい、焼かれるような痛みを絶えず引き
起こす。［88］

（6） ヴィナター型（陥没型〈湿性壊疽〉）の形状

［89］

ヴィナター型（陥没型〈湿性壊死〉） は、深部が痛み、軟化〈壊死〉
注1

 を起こし、背中や腹部に
生じ、広範囲で、陥没［ヴィナター］があり、青い色をしている。［89］

注１ ［クレーダ］

（7） ヴィドラディ（膿瘍）の形状

vidradhiµ dvividhåmåhurbåhyåmåbhyantar¥µ tathå 

［90］

ヴィドラディ（膿瘍）は２種ある。外部に生じるものと内部に生じるものである。外部の
膿瘍は皮膚、靭帯、筋肉に生じ、形状は腱に似ていて、強い痛みがある。［90］

内部の膿瘍の病因

249

第17章　「頭部疾患は何種類…」の章（種々の疾患）

［91］
vyåpannabahumadyatvådvegasandhåraˆåcchramåt 

jihmavyåyåmaßayanådatibhårådhvamaithunåt ［92］

［93］

［94］

冬の穀類〈冷めた料理〉
注1

、胸焼けを起こすもの、温性のもの、油分の少ないもの、ひからび
たものを食べること。性質が相反するものを食べること。前の食事が完全に消化されない
うちに〈不消化なものを〉食べること。汚染したもの［サンクリシュタ］を食べること。不規則に
食べること。健康的でないものを食べること。変質した酒の飲酒、多量の飲酒、生理的欲
求の抑制、疲労、歪んだ姿勢の運動や睡眠、重すぎる荷物を運ぶこと、過度の徒歩旅行、
過度の性交。以上の要因によってドーシャ［マラ］が身体内のマーンサ（筋肉組織）やラクタ
（血液組織）に浸透し、深層部に激痛を伴う炎症性の腺様結節〈膿瘍〉［グランティ］が心臓部、
クローマン（咽頭）、肝臓、脾臓、腰部、腎臓、臍部、鼠蹊部、膀胱に生じる。［91–94］

注１ ［シータカ］

膿瘍の定義と症状

［95］

［96］

［97］

汚染された血液が多量にあると、その結節は急速に化膿する［ヴィダヒヤテ］。そのため、ヴィ
ダーハ（炎症）を起こすものという意味のヴィドラディーと呼ばれるのである。ヴァータ
性膿瘍の場合は、貫くような痛み、切り裂かれるような痛み、めまい、鼓腸〈便秘〉［アー
ナーハ］、耳鳴り、拍動、広がる性質がある。ピッタ性膿瘍の場合は、のどの渇き、灼熱感、
めまい、酩酊、発熱がある。カパ性膿瘍の場合は、あくび、吐き気、食欲不振〈味覚不
良〉、硬直、悪寒がある。すべての膿瘍［ヴィドラディー］に共通する主症状は、激しい痛みで
ある。［95–97］
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成熟した膿瘍の症状と内容物

ßastråstrairbhidyata iva colmukairiva dahyate 

vidradh¥ vyamlatåµ yåtå v®ßcikairiva daßyate ［98］

［99］

［100］

膿瘍が熟して排膿されるようになると、痛みの性質は切り裂かれるような痛み、焼かれる
ような痛み、刺されるような痛みなどさまざまである。分泌物に関しては、ヴァーティカ・
ヴィドラディ（ヴァータ性膿瘍）では、希薄で、油分がなく、暗赤色か、あるいは濃青色を
して、泡立っている。パイッティカ・ヴィドラディ（ピッタ性膿瘍）では、胡麻、ブラック
グラム［マーシャ］、ホースグラム［クラッタ］の豆汁に似ている。カパジャ・ヴィドラディ（カパ
性膿瘍）では、白っぽく、ねばねばしていて、濃く、量が多い。サンニパーティカ（３つの
ドーシャすべての組み合わせによる発症）では、上記すべての特徴をもつ。［98–100］

発症部位に特有な症状

̶

［101］

［102］

さてこれから、治るか治らないかを知るために、膿瘍［ヴィドラディ］の発症部位別にその特徴
を述べよう。もっとも重要な必須器官［マルマン］である心臓に位置している膿瘍の場合は、
動悸、眼前暗黒〈喘息〉［タマカ］、失神、咳、呼吸困難がある。クローマン（咽頭）に位置して
いる場合は、のどの渇き、口内の乾燥、のどの痙攣がある。肝臓にある場合は呼吸困難と
なる。脾臓にある場合は吸息困難が起こる。腰部〈胃〉［ククシ］にある場合は、側腹・胸部と
肩甲骨の部位の痛み。腎臓にある場合は、背部と腰部の硬直。臍部にある場合は、しゃっ
くり。鼠蹊部にある場合は、大腿の衰弱。膀胱にある場合は、大小便の排泄困難と悪臭が
特徴である。上半身〈臍から上〉にある膿瘍の場合は、化膿して破れるとその分泌物は口か
ら排泄される。下半身〈臍から下〉にある膿瘍の場合は肛門から、臍部〈臍の周辺部〉にある
膿瘍の場合は、分泌物は口と肛門の両方から排泄される。［101–102］
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膿瘍の診断と治療

cikitsakamåsådyopaßåmyanti  tasmådacirotthitåµ vidradh¥µ ßastrasarpavidyudagnitulyåµ 

snehavirecanairåßvevopakramet sarvaßo gulmavacceti ［103］

これらのうち、膿瘍［ヴィドラティ］が心臓部・臍部・膀胱に位置し、それが化膿し、３
トリ

ドー
シャすべてが原因である場合は致命的である。その他の膿瘍は、熟達した医者に迅速に対
処してもらえば治療可能である。したがって、膿瘍が生じたら直ちに、油剤法や浄化法で
治療すべきである。なぜなら膿瘍は兵器や蛇や雷や火のように人を破壊に導くものだから
である。その治療法はグルマ（腹部腫瘤）の場合と同じである。［103］

膿胞の予後

bhavanti cåtra —

［104］

［105］

つぎは詩節である。
メーダス（脂肪組織）が冒された人の場合は、プラメーハ（糖尿病）がなくても上述のピダ
カー（膿胞）は生じるが、皮疹が大きくなるまで気付かれない。シャラーヴィカー（皿
型）、カッチャピカー（亀の甲型）、ジャーリニー（網目型）の皮疹は堪え難い痛みがあり
重症である。これらはカパとメーダス（脂肪組織）が増大している人に生じる。［104–105］

［106］

［107］

これに対して、サルシャピー（辛子粒型）、アラジー（火炙り 型）、ヴィナター（陥没
型）、 ヴィドラディ（膿瘍）は治癒可能である。これらの皮疹はピッタ優勢であり、メーダ
ス（脂肪組織）が減少している人に生じる。必須器官［マルマン］、肩、肛門〈直腸〉、手、乳房、
関節、足に膿皮症が生じている糖尿病の人は、長生きすることはできない。［106–107］
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その他の膿胞

［108］

［109］

brËyådupacareccåßu prågupadravadarßanåt ［110］

上述の皮疹の他に、赤色、黄色、暗黒色、暗赤色、灰色、黄白色、灰白色、漆黒色の毛包性
膿皮症がある。軟らかいものもあれば硬いものもあり、大きいものもあれば小さいものも
あり、ゆっくり進行するものもあれば急速に進行するものもあり、痛みが少ないものもあ
ればひどく痛むものもある。それらをよく観察し、原因と症状がヴァータなどのどのドー
シャによるものかを診断し、合併症が現われる前に直ちに治療すべきである。［108–110］

膿胞の合併症

［111］

呼吸困難、壊疽、失神、しゃっくり、酩酊、発熱、丹毒を含む急速に拡大する皮膚病〈蜂
巣炎〉［ヴィサルパ］、必須器官［マルマン］の機能障害。これらは膿胞〈炎症性腫脹〉［ピダカー］の合併
症である。［111］

14種のドーシャの進路

３種のドーシャの三進路

［112］

［113］

減少・平衡・増大［クシャヤ・スターナ・ヴリッダ］はドーシャの三進路［トリヴィダー・ガティ］である。
上方移動・下方移動・斜側方移動［ウールドヴァ・アダ・ティリヤク］はもう１種のドーシャの三
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進路である。３つめのドーシャの三進路は腹部〈消化管系〉［コーシュタ］と四肢〈体表組織系〉
［シャーカー］と必須器官・骨・関節系［マルマ・アスティ・サンディ］である。以上が３種のドーシャ
の三進路の説明である。［112–113］

季節変動によるドーシャの三進路

［114］

ピッタ、カパ、ヴァータはそれぞれ順に、６つの季節に応じて、蓄積・増悪・鎮静［チャ
ヤ・プラコーパ・ウパシャマナ］する。

［A］

このような状況に応じた調整〈進路〉［ガティ］は季節変動によ
る自然な変化である。［114］

［A］ ピッタは雨季、秋季、初冬の順に蓄積、増悪、鎮静する。カパは初冬、春季、夏季の順に蓄
積、増悪、鎮静する。ヴァータは夏季、雨季、秋季 の順に蓄積、増悪、鎮静する。

機能別のドーシャの二進路

［115］

tacca pittaµ prakupitaµ vikårån kurute bahËn ［116］

［117］

tenaiva rogå jåyante tena caivoparudhyate ［118］

また、ドーシャの進路［ガティ］には正常（生理的）［プラクリティ］なものと異常（病的）［ヴィクリ
ティ］なものの２種類が観察される。例えば、ピッタがもつ熱（温性）の性質は人間の消化
に関わるが、このピッタが増悪するとさまざまな病気を引き起こす。カパは正常な状態
では体力に関わるが、異常になると老廃物〈汚染物質〉［マラ］となる。言いかえれば、正常
なカパはオージャス（活力素）と言われ、異常なカパは 汚れて様々の病気を起こす。同様
に、すべての活動は正常なヴァータによるものであり、ヴァータは生き物の生気［プラーナ］
である。しかし、異常状態になると病気を起こし、生命を脅かすのも、ヴァータである。
［115–118］
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